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日本未記録のジョ ウカイポン2 種*

高 橋 和 弘

過目, 筆者は滝沢春男, 芳賀 馨および柴多浩一
氏らから, 多数のジョウカイポン科の標本をいただ
いたが,  その中に日本から未記録のPodabrus属に
含まれる2 種 (いずれも北海道産) が見い出された
ので, 全形図ならびに交尾器の図を示し,  ここに報
告する. 標本をいただいた各氏には心よりお礼申し
あげる.
Podabrus (Podabrus) angusticoltis MoTscHuL-
sKY, l 860
タカネク ロク ビポソ
ジョウカイ (和名新
称), 図 l , 3.
MoTscHULsKY. 1860. in
Schrenck, Reisen Amurl,
2: l l 7.

体長: 6.7-8.l mm,
早8.4 mm. 体幅: l 7 -
2.0 mm, 2 .2 m m.

体全体が黒色のやや
スレンダーな種で, 前
背の幅はやや狭く,
基部両側に縦状の隆起
が顕著に認められ, 中
央にも低い縦隆起があ
る. 爪の形状は, 雄では
左前肢のみが2 裂状
で, その以外は基部が
三角形にふく れる. 雌
ではすべての爪の基部
が三角形にふくれる.

られ,  恐らく本種はPodabrus原名亜属に含んでよ
いものと思われる. 交尾器 (図 3)の形態は, dorsal
plateが発達するとともに, 先端に dorsal process
と呼ばれる突起片は認められない.  この特徴も, 本
種が本亜属に含まれることを要付けている. ただ
し, 交尾器の構造は, dorsal plateが非常に大きく
発達し, 背面全体を覆っており, 内側には長毛が密
生して生えていることや,  ventral processがこれ

図1. Poda brus (Podabrus) a tgustlcouis MoTscHuLsKY. 北海適
大'1山産; 図2. Podabrus (Podabrus) flatlimanus MoTscHuLsKY.
北海適足寄町産.  スケール5 mm.

前肢の爪の形状が左右で異なる種は, Podabrus属
からは知られておらず, 従来の爪の形を重視する分
類法からすれば, 別亜属を作って含めなければなら
ないと ころである. しかし, 本種にきわめて近縁と
考えられる次種のェソ°クロクビポソジョウカイの爪
の形や, 後述する交尾器の特徴等から判断すると,
爪の形状の左右の相速はむしろ例外的な現象と考え

に比してきわめて短く
アンバランスであるこ
となど, かなり特異な
形態となっている.  日
本産の本亜属の他の種
と比べてもかなり異っ
ており, 本亜属のなか
で, 特異な一辞を形成
するのではないかと考
えられる. なお, 一見す
ると北海道に多いRha-
go,tycha属の種に似て
おり, 相互に形態的な
収敏現象が認められ,
興味深い.
採集データ

1 ? , 北1fi道大雪山白
l岳, 26. VII i 965, T.

KoTcHA採集; leiフl l ♀,
北海道大' l- '山,  l2.  VII
l968, 滝沢春男採集; l

, 北海道日高町チロ
ロ岳頂上付近, 24. VII i993, 芳賀 馨採集.
分布
北海適 (高山帯), アムール, モンゴル, カム
チャッカ, マガダン.
国内では北海道のみから採集されている. 採集
データからも分かるように, 北海道でも比較的標高
の高い高山帯を中心に分布するようである.

* Kazuhiro TAKAHAsHl. Two Canthal id-Beetles New to the Fauna of Japan
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図3.  P. (P. ) angusticotiisの雄交i?器. a: 腹面; b: 背面; c: 側面

図4.  P. (P ) fat,imanusの雄交尾器. a: 波面: b: 背面; c 側面

Podabrus (Podabrus) flat1imanus MOTSCHULSKY,
l 860
エ :ノクロクビポソジョウカイ (和名新称), 図2, 4.
MoTscHuLsKY, 1860. in Schrenck, Reisen Amurl, 2: l l 6.
体長: c,1''9.0 mm,  ♀8.5-9.8 mm. 体幅: 2.2 m m ,

♀2.1-2.4 m m .

全体に黒色で, 前頭側部と触角の第1, 2 節の上半
分は基褐色. 前腿節と中, 後けい節はやや明るい色
彩を呈する. 色?1,や形態は前種によく似るが, 全体
にやや大きく , 幅も若干広めで,  ガッチリとした種
である. 特に前胸背の形状はかなり横長で, 基部中
央の縦隆起はほとんど認められない. 爪の形状は,
雌雄ともすべて爪の基部が三角形にふくれる. 父尾
器 (図4) の形態は, 前種とは明らかに異なってお
り, 交尾器を検すれば, 両者の区別は容易である.
前ll重ほど特異ではないが, やはりdorsal plateが全
体を担うような構造をしており,  ventral process
がやや短い等の共通点が認められる.
採集データ

1 ♀, 北海適利 島, 14-15. VII i963, 滝沢春男
採集;  l f ,  北海道足寄町喜登牛山ホロカビリペツ
ダム付近, 3.VI. 1989, 芳賀 馨採集; 2♀ , 北海
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道足寄町喜登牛山チセウェン
ペツ林道, 2. VII i989, 芳賀
馨採集; 2早早,  北海道上士
幌町三股 l4 の沢林道終点,
8. VII i989, 芳賀 馨採集;
1 早, 北海道上士幌町十勝三
股5 の沢, 29.VII i989, 芳
賀 馨採集;  l早,  北海道大
樹町ホロカヤントウ沼湿地,
11. VII i993,  柴多浩一採
集.
分布
北海道, 利尻島, アムー ル,
ハバロフスク, マガダン.
前種と同様に国内では北海
道のみから採集されている.
採集データをみると標高のや
や低い地域の記録が多く , 特
に大樹町ホロカヤントウ沼湿
地のようにほとんど海辺に近
いような場所でも採集されて
いる. このことから, 前種と
は標高により接み分けている
ものと思われる.  また, 出現
期が他のジョウカイ類と同様
に早く , 一般の採集者が入る
時期ではやや遅すぎるため
か, あまり採集はされていな
いようである.  しかし, 実際
にはかなり広い分布域をもつ
種と考えられ, 北海道内に広
く分布するものと推定され

る.
なお, 両種の同定については, 最近発行された極
東アジアの甲虫類2 (MEDvEDEv他, 1992) により
行った.
日本産のPodabrus亜属は, 現在までのところ本
州以南に分布する. この亜属に属する種は,  目本か
ら最初に記載されたクビポソジョウカイP. (P) hey-
clem KIEsENwETTER を代表とするいずれもきわめ
て近縁な種群である.  ところが,  この報文で報告し
た北海道産の2 は,  これらとはかなり異質なグ
ループであり, 北海道のジョウカイポン相を考える
うえで, 重要な存在になると考えられる.

参考文献

MEDvEDEv, L. N. & A. B. RYvKIN. l992. t a rn. Ca n tha ri-
dae. In LERA, P. A. (eds). Classi「icat ion of Insec ts of
Far East USSR. 3(2): 29 -4 0. Nauka. Sank t-
Peterbu rg.

( 神奈川県平塚市)
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Nanseia erabuensis というコメツキムシ

大 平 仁 夫

本種は KlsHI1 (1966) がProdrastenus属の新種
として口永良部島から記載した体長 5 mm内外の
黒色の種である. その後, KlsHII l1985) はNanseia
属を設立してこの種を所属させ, 現在では屋久島と
口永良部島, 先ｩ島諸島の石垣島,  西表島,  波照間島
与那国島などに分布することが知られている.  ま
た, 本属と本種の概要は大平 (1984) が示したとお
りである.
大平 (1994) は, 本種は CAND直zE  (1889)  が

Borneo島のSintang地域からDrastenus t11tmtus
として新種の記繊をした種に極めて類似しているこ
とを報告した.   この種は FLEuTIAux ( l928) では
Prodrasterius属の種として扱われ, T onkin, Su-
matra地域にも分布することを記録している.
者はMiss VoN HAYEK氏の, 毎ﾓで Londo nの

N. H. M. (Natural History Museum) に保管されて
いる Sarawak産でDr. E. C. BECKERが同定した1
雄個体を借用して調査することが出来た. HAYEK
氏によれば, 現在N. H. M. にはタイプ標本に相当す
るものは保管されていなく , おそらく Burasselsの
王立博物館にあると思われると i うことであった.
この度借用した標本は交尾器が取り出してあり, そ
の形態についても詳しく調査することが出来た.

Sarawak産の個体の形態は, 疏球列島から
KlsHll (1966) がP erabuenstsとして記載した種に
極めてよく一致しているが, 地理的な隔離によると
思われる以下のような若干の変異が見られたので,
ここに亜種として位置づけることにした. 隣接の大E
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Fig. l.  P. ittinitus の雄個体とそのラベル類 (in N
H. M)

No lO8 (Dec. 1994)

陸の個体は,  FLEuTIAuxが同定したTonkin産の
標本を調査した.  これは琉球産に極めてよく一致し
た.  従って,  本亜種の分布は琉球からThailandや
Vietnum地域に及ぶものと考えられる.  本亜種は
上記のSarawak産の個体に比して,  前 背板の両
側はより平行状で, 背面はより顕者に膨隆してお
り, 表面の点刻はより小形でより密に印する. また,
上翅の条線はより浅く印し,  間室部はより扁平状で
ある.  命名上の処理は以下のAbstractの中で行っ
た.

A bstr act . Through the courtesy of Miss C. M.
F. V oN HAYEK of the Natural History Museum,
London, the au thor has had the oppor tunity to
examine the male specimen of P. i11imtus (CANDE.
zE, l889) (Subfam. Conoderinae) from Sarawak
determined by Dr. E. C. BECKER in 1977 as shown
Fig. 1.

The following res ul ts a r e o b tai n ed f r o m t his
study.

Manseza lib'm fus era加ensis (KlsH1l, l 966)
s t a t us no v.

Prodraster ius erabuensis KlsH11, 1966, Bul l.
Heian High School, Kyoto: 8, pl 2, f 4 (Is. Kuchi-
no-erabu-j ima).

Ampedus iriomotecota KlsHll, l972, Bull. Heian
High School, Kyoto:7, pi t, pl 2, f. 1 (Is. Iriomote-
jima).

Nanse ia erabuensis: K lsHll. 1985, Bu ll . Heian
High School, Kyoto: 5 (establ ished the ge n us
Nanseza, desigina ted P erabuensis as the type of
the genus).

T his n e w s ta t us subspecies c a n be d is tin-
guished from the nomina te subspecies from
Borneo by the more parallel sides of pronotum,
wi th t he dis k more clearly c o n v e x and m o r e

minutely and evenly punctate.
Distribution: Ryukyu Islands (Satsunans and

Sakishima Isis), Vie tnum and Thailand.
引用文献

KlsHu, T., 1966. Some new forms of Elater idac in Japan
(I V、. Buf f. Heian High School, Kyoto. (10): l - l l , 2pls.

- I 9 85. Some n e w fo rms of Ela tcr idae i n Japan
(XV I I). I bi d.. (29): l - 30, l p1.

大平l 夫,  l 994.  日本産チビコメッキ,ill科の ・ 報lについ
て. 越佐民 同好会特別報 , ( 2): 217- 234.

CANDEzE, E., l889. Elaterides Nouveaux, 4. A l ts. So(-.
ent. Belg., 33: 67-123.

FLEuTIAux. E., 1928. Les Elaterides de l'Indochine Fran-
caise(Catalogue raisonec). Encyc1 ent., Col., 3(4): l -
75. (愛知県岡崎市)
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長野県小谷温泉の歩行虫類

笠 原 須磨生

1994 年6 月4~5 日, 長野県北安量郡小谷村の
小谷温泉で,  日本 翅学会恒例の採集会がおこなわ
れた.  当地は, 深田久彌の「日本百名山」のひとつ
に挙げられた信越国境の峻峰 雨飾山の南趣にあ

り,  オオハンミョウモドキやマヤサンコブヤハズカ
ミキリの多産地としても知られている.  当日は快晴
に意まれ, 広大なブナ林や湿地のそこここで明美な
風光を愉しみながら探索に励む会員諸氏の姿がみら
れた. '華:者も,  ミズバショウの花や葉上に辞がる色
とりどりのスゲハムシや, 路傍をlEiうマヤサンコブ
ャハズカミキリなど種々 な甲虫類を採集して楽しい
二日間を過すことができた.  それらの中から, 歩行
虫類を報告して, 採集会の肝煎りをされた担当幹事
の久保田正秀氏ならびに松本むしの会の平沢伴明氏
のご尽力に報いたい.  また, 採集品を恵与くださっ
た田添京二, 露木繁雄両氏, 同室でお世話になった
長谷川 洋, 記野直人両氏に厚く御礼中しあげる.

1. Czc加deia oυzpemis LEWIS マガタマハン

ミ ョウ 3頭.
2. Nebr ia saeυions BATES オケサマルク ビゴミ
ム シ 2頭.

3.  Elap11rus_1aponicus S. UENoオオハンミョウ
モ ドキ 32 頭. 広い湿地ばかりでなく, 林間に
点在する小湿地にもかならずみられた.

4.  Tachytiraexarata (BATES) ヒラタコミズギワ
ゴミムシ 3頭.

5. emOz'd ion paedz'scum BATES ヨツポシケシ
ミ ズギヮ ゴミムシ 2 頭.

6.  B alticulatum (PANZER) マダラケシミズギヮ
ゴミムシ 1 頭. 前種と i tに湿地で得た.

7.  B echigonum HABU et BABA Iチゴアオミズ
ギヮゴミムシ18 頭.  大海川,  中海川の河原に
多かった.

8.  a scopahnam (KIRBY) キモンナガミズキーワ
ゴミムシ 1 頭. 露木繁雄採集.

9. B trajectum NEToLITzKYキァシルリミズギ
ワゴミムシ 2頭.

10.  B. cnem i dot um BATES ウスモンミズギヮゴ
ミムシ 1 頭.

l t.  B m iseuum HAROLDニツコウミズギヮゴミ
ム シ 6頭; 1 頭.   路木繁雄採集.

12.  B. sanatum BATES ミヤマミズギヮゴミムシ
2 頭.

13. .a pseudotuci11um NEToLITzKY ヒ ラ タ ァオ

ミズギヮゴミムシ 1 頭.
l 4. B. oxygtymma BATESクロミズキ'ワゴミムシ

2 頭.
15.  B. luci ltum BATESハコネミズギヮゴミムシ

l2 頭.
16.  B tetraporum BATESヨツアナミズキワゴミ

ー 4 -
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ム シ 2 頭.
17.  B nuncaestimatum NETOLITZKYオオョツア
ナ ミズギヮ ゴ ミムシ 1 頭.

18.  Dip1ous depressus(GEBLER) ヒメカワチゴミ
ム シ 10頭. 河原に多かった.

1 9. Stomts prognatltus BATESキバナガゴミムシ
5 頭.

2 0. Pteros tichus su lci tarsis MoRAwlTz アシ ミ ソ
ナガゴミムシ 2頭.

21. P. suboυatus (MoTscHuLsKY) マルガタナガ
ゴミムシ 1 頭.

22.  P yorz'tomus BATES ヨリトモナガゴミムシ
2 頭.

23.  P ambigenus BATESクロホソナガゴミムシ
12 頭. 湿地に多かった.

24. P ruler、ocephatus (MoTscHuLsKY) コガシラ
ナガゴミムシ l 頭.

2 5. P. polygenus BATESニツコウヒメナガゴミム
シ 2頭.

26.  P macrogenys BATESニツコウオオズナガゴ
ミ ムシ 2 頭. 路傍の際質の屋から堀り出し
た. 赤味の強い個体である.

27.  P abaciformis STRANEoムナビロナガゴミ
ム シ 2頭.

28. P. ueno i STRANEo ウェ ノオオナガゴミムシ
3 頭. 浅海川のi実「fの石下より採集した.

29.  P. spiculifier BATESハラトゲナガゴミムシ
2 頭. 4 亜種が知られている. 小谷産は, 雄腹板
末端節の突起の形態がやや異なるが, 基亜種に
近い.

30. P.  latistylis TANAKA タナカナガゴミムシ

1 頭. 分布が広く, 地域変異に富む. 小谷産 l
の腹板末端節後縁の張り出しは,  やや台形. 交
尾器右側片は, 幅広い相称形で先端はとがる.

31.  P asymmetrtcus BATESべ一ツナガゴミムシ
15 頭. 小渓畔の大きな石の下に数頭ずつ集っ
ていることが多かった. 本種も地域変異が多
く,  また, 小谷の個体辞中にも変異が認められ
る. 雄腹板末端節の実起が幅狭いものが多く,
陰茎の先端は,  ほとんどが拡がらない.

32.  Platynus suboυatus (PuTzEYs) ヤマトクロヒ
ラタゴ ミムシ  5 頭; l 頭, l路木繁雄採集. 石下
や倒木の下に見られた.

33.  P. chan11us (BATES) オンタケヒメヒラタゴ
ミムシ 20頭. 湿地に多い.

34. P. impressus (PANZER) セボシヒラタゴミム
シ 2頭.

35.  Colpodes buchanam HOPEオオァオモリヒラ
タゴミムシ 1 頭.

36.  C amoenulus JEDI.ICKA ニセオオァオモリヒ
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ラタゴミムシ l 頭,  田添京二採集.  栃木県日
光原産で少ない.  当日,  上野俊一博士も採集さ
れた由.

37.  C hakonus takachihoi (HABU) ハコネモリヒ
ラタゴミムシ 2頭.

38.  C. bentoms BATES ベントンモリヒラタゴミ
ム シ 6頭.

39.  C. japomcus (MoTscHULsKY) ハラアカモリ
ヒラタゴミムシ 5 頭; 2 頭, 露木繁雄採集. 初
夏の頃は湿地に多い.

40. C specutator HARoLDホソモリヒラタゴミム
シ l 頭; 1 頭, 露木繁雄採集.

4 1. C ela inus BATES ヤセモリヒラタゴミムシ
4 頭.

4 2. C. ;modestior BATEsイクビモリヒラタゴミム
シ 1 頭.

43. 'sfost'a aeneoia (BATES) ホソヒラタゴミム
シ 2頭.

44. Amara congrua MoRAwlTzニセマルガタゴ
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ミ ム シ 3頭.
45. Am'sodactyius tn'caspz'datus MoRAwITz ヒメ
ゴ ミムシ 1 頭.

46. Tnchotichnus sp. (aft. T. lePtoPus(BATES))1
頭.  ♀で確定できない.

47. Stenoiophus zndicoior REDTENBAcHER ツヤ
マメ ゴモクムシ l 頭.

48.  Chiaem'uspaihPes GEBLERアオゴミムシ 1
頭.

4 9. C naeυiger MoRAwITz アトポシアオゴミム
シ 2頭.

50. Lebia fusca MoRAwlTz I ソハネビロアトキ
リゴミムシ 3 頭, 露木繁雄採集.

51.  L. ldae BATES アトグロジュウジアトキリゴ
ミ ム シ 1 頭, 露木繁雄採集.

5 2. L. sylυarum BATESミヤマジュウジァトキリ
ゴミムシ 1 頭.

53. Brachinus stenoderus BATES コホ ソク ビゴ
ミムシ 3 頭. (千集県船橋市)

0瀬戸内地方におけるシロヘリハンミ ョ ウの記録
シロヘリハンミ ョウCicindeta(Ca11ytron) yuasai

yuasai NAKANE は外洋に面した海岸に生息するこ
とが知られているが, 者は本種を瀬戸内海沿岸で
採集しているので報告しておく.

1 ♀, 岡山県倉敷市大畠,  12. VI. 1992, 筆者採集
(写真).
採集した場所は岩礁と粒の粗い砂浜が混ざる海岸
である. 砂上に飛来着地したものを採集した.

HoRl & CAssoLA( l989) が示した分布図には当て
はまらない記録であるが, ( l ) 採集した場所が岩礁
地帯である, (2) 上唇の3 歯の中央の l 個が他より
張り出す, (3) _l二翅側縁の白帯は細く後角付近では
認めにくくなっている, (4) 鏡絞は明瞭で光沢があ
るなどシロヘリハンミ ョウの特徴を備えているた
め, 本種と同定した.

なお, 上記の標本は倉敷市立自然史博物館に収め
てある.
末 ではあるが, 今回の発表に関していろいろと
ご指導くださった名古屋女 f大学の佐藤正率博士に
厚くお礼申し上げる.

参考文献

堀 適雄, l988. 海浜性ハンミョウ類のすみわけと It存.
日本の甲虫, pp. l4-22. 東海大学出版会, 東J.

HoRl. M. & F. CAssoLA. l989. Notes on the tiger beetle
complex of Cauytro'i nitlicinctum(Coleoptera, Cicin-
delidae) wi th description of a new subspecies.JPn. J.
Ent.. 57: 504-516.

九州大学農学部ii虫学教室・ H本野生生物研究センター
編, l989. 目本産.l i ft総l l録, l767 pp. IL州大学段学
部是 学教室, 福岡.

佐藤正 , 1985. ハンミョウ科. 原色l l本lll虫図鑑(II). pp.
5-14,pls. l -2. 保育社, 大阪.

( 倉敷市立自然史博物館, 奥島雄一)
0オオマルガタゴミムシを北見市で採集
オオマルガタゴミムシ Amara gigantea (MoTsc-

HuLsKY) の北海道での記録は少なく, 保田信紀, 松
本英明両氏のまとめられた「北海適の歩行虫類」 (保
田・ 松本, 1993) には旭川市の記録のみが収められ
ているが, 松本氏からの私信では道南の記録もある
ように聞いている. 今回 者は, 北見市で採集され
た本種を検する事が出来たので, 記録しておく .

1 早, 北見市中之島公園, 9. Vm. l993, 柳谷車彦
採集.  ブラックライトと水銀灯の併用で, 他にはオ
オゴモクムシ1 ♀が得られた.  標本は北見市の北網
圏北見文化センターに保管されている.  この標本の
他にも,  オホーツク海に面した紋別市で採集された
標本を見ているので, 道内には少数ながら広く分布
しているようである。 末 ながら記録の公表を快諾
された北網圏北見文化センターの柳谷学芸属, に感謝
する. (北海道北見市, 加藤敏行)
0イリェヒメマルタマムシの新産地および寄主植物
の記録
イ リ ェ ヒメ タマムシ h iianthan a ine i Y. K uRo-

sAwA, 1985 は,  これまで与那国および竹富島で記

5 -
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リ ュウキュウコク タン材中の蛹

録されているが, 筆者は1993 年7 月に, 石垣島川
平にて数度にわたり, 多数の個体をリュウキュウコ
クタンの葉上より採集したので, 新産地として報告
する.
なお, l994 年6 月6 日, 同地近くのリュウキュウ
コクタン枯枝材中より, 本種の蛹2 頭と成虫2 頭を
確認したので, 寄主植物の1 種として記録してお
く .
末筆ながら, 本種の同定およびご教示を頂いた黒
沢良彦博士に厚くお礼を申しあげる.

(沖組県石垣市, 深石隆司)
0シロウズべ=コメツキを札 市で採集
シロウズベニコメッキ enf icoMisυan ans s加 ro-

uzui OHIRA は大 山で採集された1?に基づいて
記載された種であり, その後の採集例も少ないよう
である. 大雪山一帯で永年, 甲虫類の調査をされて
いる保田信紀氏も大 山, 石狩川源流地域の甲虫類
の総日録をまとめられた際に, 原記破を引用してい
るだけである (保田, 1985~1993). 者の一人,
宮下はオサムシトラップによる9 頭 (宮下,  1993)
と, 上場で採集した1 頭 (宮下, 印刷中) を報告し
ているが, いずれも大'=山国立公園内であり, 他に
は鈴木( l980) による日高山脈の高山帯が分布地と
して知られているだけである。
者の一人, 杉本は札幌市で地表性甲虫の調査中

に本種を採集しているので新分布として報告してお
く .

l f , 札幌市砥石山,  18~28. VII i994, 杉本採
集, 宮ド同定.
なお, 本種の学名は以前はD. shirouzuiとなって
いたが,   OHIRA (1993) では上記のような学名に
なっているので,  ここでもこれに従っておくことに
する_

引用文献

宮トー公範,   1993. シロウズペーコメッキの採集例.  Anten-
na. ( l ): 50.

- (印刷中). 北海適で採集した着干の甲虫類につい
て. Antenna. (2): 16- l 8.

OHIRA, H., l993. New or l ittle-known Elatelidae lColeo-
ptera) from Japan, XIII. Elytra. Tokyo, 21:249-254.
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鈴木 互, l980. 北海道日高におけるシロウズベニコメッ
キの記録. 甲虫ニュース, (52): 6.

保田信紀, 1984-1993. 糖蜜トラップによる大'f,山の甲虫
類相調査I~XI.  上川町の自然.
(北海道江別市, 宮下公範; 札幌市, 杉本 )

0山梨県身延町におけるェトロフイネソゥモドキの
記録
筆者は, 山梨県身延町において, 河川敷のヤナギ
類の花のスイー ピングにより, エトロフイネソ'ウモ
ドキDorytomus etorofuensis KONoを採集している
ので記録しておく .

8頭, 山梨県身延町早川河川效, 27. 111.1994, 離
倉正人採集.
当地は富士川の一 支流である早川の合流点付近で
標高約300 m. 背後に南アルプスの高峰群を有する
が, 山梨県内では最も温l暖な照葉樹林帯に属してい
る.
本種は堀川正美氏のご教示によれば, 長野県野辺
山で得られた例があるが, 身延町の産地は分布の南
限に近いと思われる. 新芽が出る前の早春に観察さ
れたことは興味深く, 4 月23 目に再び当地を訪れ,
花が終わって葉が伸びはじめたヤナギにスイーピ ン

グを試みたが, 本種は得られなかった. 変わって
ホ・ン カイジョウカイ Wt' ttmercanthans υ gi can
(LEWIS) が多数発生していた.
本種を同定され, 有益な助言を頂いた堀川正美氏
にお礼申し上げる. 標本は3 頭を堀川氏が, 他は筆
者が保管している. (山梨県 崎市, 離 i i正人)
0ヒメキノコゴミムシの大阪府茨木市における採集
例
ヒメキノコゴミムシC〔)ptodera osaka'ta (NAKA-

NE, 0HKuRA et S.UEN0) は比較的稀種とされるが,
-華者は下記のごとく本種を, 模式産地である大阪府
止々 呂美村 [現, 面市止々 呂美地区] の近傍の茨
木市にて得ている.  これに付随するものとして記録
しておきたい.

/

1
「l m 1l

1頭, 大阪府茨木市大岩, 26. VI. 1983, 岩田隆太
郎採集 (写真).
発表を勧められた横浜市鶴見区の田尾美野留氏に
御礼申し上げる.

( 日本大学農獸医学部林学科, 岩田隆太郎)



C0L EOPTERI STS NEWS No lO8 (Dec. 1994)

茨城県つくば市におけるムネァカセンチコガネの発生時期について

芳 賀 馨

ムネァカセ ンチコ ガネ Bo lbocer osom a mg r〔)pta-
giatum (WATERHOUSE) は,  よく知られた大型の食
装性コガネムシで, 1970年ころまでは各地で比較
的普通に見られたようである.  しかし近年の平地~
低山地の環境悪化に伴って減少し, 茨城県下でも
1980年以降は1 例の記録を見る程度である (渡辺,
1994). ところが l990~'94 年の5 年間に, 同県南
部の筑波学園都市の中心部に位置する 者の実家の
燈火に異常な高頻度で本種が飛来し, その一部を採
集するとともに発生月日を記録することができた.
本種がまとまって採集されることは近年では珍しい
と思うので記録しておきたい.
調査地点は茨城県つくば市竹園3 丁目の住宅地
で, 標高約23 mの洪積台地上にある. 芝生やァジ
サイ,  キョウチクトウ等の植込の中に約15 m間隔
で集合住宅 (2 階建, 4 軒1 練) が格子状に並んでい
る. 周辺の植生はァカマツ二次林, 水田,  ススキ草
原等で極めて11[弱である. 各住宅練の中央部にある
it-用階段に終夜蛍光燈が点燈されており, その下に
前夜飛来した昆虫が落下している. 今回報告する個
体は全てそれらの中から見出したもので, 原則とし
て筆者の実家がある練で採集したが, 一部は隣接す
る他の棟で採集した.
者の家族は l975 年10月に調査地点の住宅に

入居したが, 1989 年までの15 年間に本種は1 頭
飛来したにすぎず, 調査地点の隣接地域を含めても
合計3 頭が採集されたにすぎない.

1 ・  つくば市天王台 (筑波大学構内),  12. VII.
1978, 芳賀 純採集; 1(,?, つくば市筑波山頂上付
近, 6.Vm.1983, 芳賀 純採集; l f , つくば市竹
園3 丁目, 27. Vm. 1985, 芳賀 純採集.
ところが,  1990年秋に一度に3 頭が得られ,  そ
れ以降毎年採集されるようになった. 以下の採集地
点は全て竹園3 丁目である. 採集者は芳賀純, 芳賀
美智子の両名で, それぞれ「J」 「M」 と略記する.

1 , 26-30. IX. 1990, J; 2 早 , 7. X. 1990, J; l ,

l 9. I X. l 991,J; 1 1 , 13. VI. 1992, J; 2 2♀早,

14. VI. 1992, J & M; 1 頭, 3. X. 1992, M (観察の
み); 1 頭, 31. X. 1992, J (観察のみ, 大型個体);
1 ♀ (死体), 22. VII i993, J; 1 (死体), 22. VIII.
1993, J; l (死体),  9. X. 1993, J; 1 頭,  10. XI.
1993, J (観察のみ,  活発に動いていた) ;  l (死
体), 26. VI.1994, M; 3 (生) 2♀♀ (死体), 4.
VII i994, J; 1 早 (死体), 21. VII i994, J; l f , 18.
IX.1994, J (観察のみ) ; 1 早, 2. X. 1994, J;1 ♀, 5. X.
1994, J; 10''', 6. X. 1994, J (観察のみ); l f , 8. X.
1994,J (同); l f , 15.X. l994,J (同); 1 ・ 16.  X
1994, J (同) ; l , 17. X. 1994, J (同) ; lc,'''2 早,
20. X. 1994, J (同); l 1 ♀, 22. X. 1994, J (同) ;
1 (死体), 27. X.1994, M; 1 ♀,6. XI i994, J (観
察のみ. 歩行中).
本種が飛来するのは, 昆虫全般に飛来数の多い高
温多湿の夜で, 筆者の実家がある棟以外の楝にも同
程度の頻度で飛来しているらしかった.  たとえば
1992 年6 月 l4 日には, 隣接する他の3 棟の階段
燈下でも各1 頭が得られ,  1 日で4 頭が採集されて
いる.

1992 年 6 月に採集された6 頭のうち 1 頭をガラ
スびんに捉え, チーズを与えたが摂食せず, 約 l 週
間で死亡した.

1994 年7 月 4 日に採集された雄3 頭を,  畑土を
入れたガラスびんに入れて放置したところ, すぐに
土に潜って見えなくなったが, 7 月10日に掘り出
したところ, 3 頭とも元気に動いていた. 7 月 27 日
に再度掘り出したところ,  2 頭が死亡し1 頭はなお
元気に動いていた.
採集した個体は全て, 前 背に黒紋を表さないい
わゆる東日本型の個体であった. ただし 1994 年10
月27 日採集の1 ♀だけは, 前胸背基縁中央とその
両わきに計 3 個の小黒点を有していた.
本種の生態に関してはある程度和田(1984) に
よって解明されており, 成虫の出現時期に6 月上句
~7 月上旬と 8 月下旬~9 月上句の二つのピークが
あることが報告されている. 一方, つくば市での観

察個体数を時期別に整理す
表一1 . つくばlfiにおけるムネァカセンチコカ' ネの観察個体数

6月 7月 8月 9月 10月 11 月

中 下 上 中 ト 上 中 下 上 中 ト 中 下 上

1990年 1 2

l991 年 l

1992 年 6 1 1

1993 年 l 1 l 1

l994 年 1 5 1 l 4 6 3 l

- 7 -

ると表一l のようになり,
鮮明ではないが6 月中旬
~ 7 月上句と9 月中句~
10月中句の二つのピーク
が認められる.
和田は, 成虫の寿命と出
現時期のピークの間隔を比
較し, 本 が 6 月上句から
9 月上旬にかけて長期間に
わたり発生し続けると推測
している.  しかしっくば市
での成虫の出現時期のビー
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クの間隔は, 和田の報告より約1 ケ月長い3 ケ月
で, 成虫の寿命 (約3週間) との 離が大きい. こ
のことから筆者は, 本種は秋に羽化して成虫越冬し
て翌年初夏に産卵し, 盛夏にはl日成虫が死滅して幼
虫が生育するという周年経過を辿るのではないかと
考えている.  しかしその証明のためには, 和田が
「観察を充分行えなかった」 卵以降.の発生段階の解
明が必要であることは言うまでもない.
本種の食画は和田(1984) によれば, 古い乾燥し
た牛装である. 調査地点の周辺には, 現在でも牛を
飼っている農家があるが,  その数は1970年代に比
べはるかに減少している. つくば市の都市化の進行
に伴い, 以前は多産した昆虫のほとんどが著しく減
少するか全く見られなくなっているのに, 過去に稀
だった本種だけが最近になって高頻度で見られるの

第 108 号 ( l994 年 l 2 月 )

は極めて不自然なことである. 何らかの発生源が近
くに新しくできたとしか思えないが, 確認できてい
ない.
本種は, 者が調査地点に常住または帰省してい
る際には一度として飛来しなかった. 全ての採集・
観察は父・ 一一方賀純と母・ 芳賀美智子によるものであ
る. 明記して厚くお礼申し上げる.

参考文献

水戸.l l虫研究会, 1993. 次域県の是虫. 水' i市立t;SI物館.
和田 , 1984. ムネァカセンチコガネの生態について.
民虫学評論, 39: 95-100.

渡辺正光, 1994. 茨城県のムネァカセンチコカ'ネの記録.
月刊むし, (274):9-10.

(新潟県南魚沼郡)

0オオシママドボタルを西表島で採集
オオシママドポタルは, 奄美大島から記載された
種であるが, 最近は奄美大島からは記録がない. 現
在確実な分布は, 石」E一島だけである (佐藤, 1985).
著者は, 本種を西表島より採集しているので, 記
録しておきたい. 本種を同定して頂いた中根猛彦博
tに厚くお礼申し上げる.

y n's afnpem is (LEWIS) オオシママ ドボタル
1 頭 (体長17 mm), 西表島大原, 5. 1.1994, 松井
英ii i採集; 1 頭 (体長14mm),  西表島古見, 5. 1.
1994, 松井英司採集.

引用文献

V藤正 :, l 985. 原色ll 本「ll虫図鑑(I ll):121-124.
(荒尾高等学校, 松井英司)

0ウェノコミズギワゴミムシを愛知県で採集
ウェノコミズギヮゴミムシ Paratachys uen oi-

anus (HABU) は, 台湾産標本で記載された比較的小
型で細長い体型をしたコミムシで, 記載以後最近ま
で日本での採集記録はなかったが,  ごく最近KAsA-
HARA(1994) によって日本各地 (東京都八王子市,
東京都大田区, 高知市, 沖縄県与那国島) から報告
された.
者も本種を愛知県で採集しているので,  この機

会に新産地として記録しておきたい.
1 頭, 愛知県瀬戸市定光寺, 4. VIII. 1984, 穂積採

集 (灯火), 森田誠司保管.
同定をお願いした森田誠司氏によると, 本種は温
暖な地域に広く分布していて, 氏自身も神奈川県丹
沢の沢のコケの下から採集されているという.
末筆ながら, 同定および発表を勧められた森田誠
司氏にお礼を申し上げる.

参考文献

HABU, A., 1974. Notes and description o f F o rmosan
Ca rabidae taken by Dr. S.-I. UtNo in l961 (Coleo-
ptera, Carabidae). IV A n e w species of Tachys.
Trans. Shi koku ent. Soc.. Matsuyama. l2: 47-48.

KAsAHARA. S., l994.Occurrence of Paratachys uenoianus
(Coleoptera. Carabidae) in Japan. Elytra, Tokyo, 22:
go. (愛知県小牧市, 構積俊文)

0クロヒメナガシンクイの与那国島からの記録
ク ロ ヒ メ ナ ガシ ン ク イ Xytopsocus bicuspis

LEsNE  は四国から台湾に広く分布する種であるが,
従来与那国島からの記録はなかった.
者は束京都稲城市 (現, 大阪府堺市) の吉田篤

人氏より,  同島産の本種標本を恵与されている. 氏
に深謝するとともに,  ここに記録しておきたい.

l 頭,  与那国島ティンダ算, 2. V. 1989, 吉田篤人
採集 (写真).

5 m m

( 日本大学農獣医学部林学科, 岩田隆太郎)
0長野県のシマチビゲンゴロウの記録
シマチ ビゲンゴロウ MeOnopo s szmphcipes

(SHARP) は, 従来, 北海道および青森, 宮城でのみ記

8 -
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録されていたが, 筆者らは, 1994 年6 月5 日, 小谷
温泉で開かれた採集例会に参加した祈り, 本種を採
集しているので報告する.

14 頭, 長野県小谷村小谷温泉, 記野・ 長谷川採
集.
採集地は, 小谷温泉よりやや下流の川原の水たま
りで,  ヒメシマチビゲンゴロウM mPPom'c gsTAKI
zAwAとともに得られた.
なお, 末筆ながら, いろいろご教示いただいた北
山 昭氏にお礼申し上げる.
(東京都杉並区, 記野直人;同三鷹市, 長谷川 洋)
0ムニンヒメカツコウの小笠原諸島兄島からの記録
筆者の一人川下は, 小笠原諸島特産のムニンヒメ
カッコウ Tiuoidea muninNAKANEを兄島産のシマ
イスノキの材から羽化脱出させている. 兄島からは
未記録と考えられることから,  ここに記録しておき
たい.

1 頭, 小笠原兄島中央部, 21.XI i991 (シマイス
ノキ枯幹), 1~10. VII i992 羽化脱出, 川下 費採

集 (写真).
この材はオガサワラヒラタカミキリ Eurypoda

1
) m m

00m'nensis HAYAsHl et KUsAMA, およびソウムシ科
クチカクシソ'ウムシ亜科の1 種の食入を受けてい
たもので, 同属のネァカヒメカッコウ T.  notata
(KLuc)  が穿孔性の小型甲虫類の捕食者であること
(IwATA, 1989) を考慮すると,  本記録個体は,  ソウ
ムシの方を捕食していたものと推察される.

引用文献

IwATA, R., l989. Pan-Pacif Entom.,65:449-450.
( ロ本大学農獣医学部林学科, 岩田隆太郎; 那觀植
物防疫事務所, 川下 f )
0東京都八王子市でフトクチヒゲヒラタゴミムシを
採集
フトクチヒゲヒラタゴミムシ Parabroscus crassi-

palpis (BATES) は一見ナガゴミムシのような体形を
し,  下唇ひげ末端節が異常に膨隆した特異なヒラタ
ゴミムシで, 個体数も少ないようである.
本 ｢l  を下記の場所より採集したので報告する
l 頭, 東京都八王子市高尾山, 2. VII i994,和泉

數夫採集; l 頭, 同所, 3. VII i994,津崎 満採集.

No lO8 (Dec. 1994)

林道の脇に溜った落葉の下より採集した.
末筆ながら発表を許された津崎 満氏にお礼申し
上げる. (東京都大田区, 和泉教夫)
0積浜市緑区のオオキベリアオゴミムシの記録

<田園都市線甲虫シリーズ その 7>
横浜市緑区に存在していた旧赤田地区 (最近あざ
み野南という結構な名前が付いた) および大場町北
部の雑木林はバブル時代の開発の犠牲となって, 今
は全くその面影もない. その残された最後の雑木林
の一角で, 緑区では採集例の少ないオオキベリァオ
ゴミムシ ipomzs mgncaas を採集しているので報
告する.

l f , 横浜市緑区大場町, 3. 1. 1993, 大木 裕採
集.
現地は航空管制塔のある標高80 mの丘の頂上付
近であり, 南向きの小さな赤土の崖を崩して, 越冬
中の個体を掘り出した. この付近は往年の名採集地
で, アカマダラコガネ, ホソトラカミキリ, ホソキ
リンゴカミキリ,  トラフコメッキなどを得たことも
あったが, 今は宅地造成中であり, 今後, 本種を採
集できる可能性は殆ど残されていない.

(神奈川県横浜市, 大木 裕)
0クロホシクチキムシの東京都の採集例
クロホシクチキムシ P;seudocisteta llaagi HAROLD
は, クチキムシ科の中では採集例が少ないようで,
各地で発行されている調査報告書の中でもあまり見
かけることのない甲虫である.
筆者は本種を東京都で採集することができたので
記録しておきたい.

l f , 東京都町田市小野路, l l . VI. 1994.
採集地は丘陸地のクリ林に隣接する雑木林で, 広
葉樹の茂みをビーティングしていたところネットの
上に落ちてきたものである.
筆者も今回初めて本種を採集したが, 採集場所は
上記の通り特に変っている環境ということでもな
く, どうして採集例が少ないのかよく分からない.
なお, 筆者の知る限りの東京都における本種の記録
は, 1963 年に板橋区から採集された l 例を知るの
みである. (東京都世田谷区, 沢田和宏)
0中国地方におけるフクシマモリヒラタゴミムシの
記録
フクシマモリヒラタゴミムシ Colpodes mutator

BATESは, 中部・ 近畿地方の山地に分布し, 中国地
方からは知られていなかった. 筆者らは, 岡山・ 島
取両県で採集された本種を見ることができたので報
告する. 産地は, いずれも中国地方の東縁部にあた
るが, 少なくとも, これまで知られていた本種の記
録地としては最西端になる. 費重な標本を意与くだ
さった渡辺昭彦氏に心から御礼申しあげる.

2 , 岡山県西粟倉郡若杉峠, 18-19.VI. 1989,
渡辺昭彦採集.

l f , 鳥取県智頭町八河谷, 4. VII i993, 山地 治

採集.
(千葉県船橋市, 笠原須磨生; 岡山市, 山地 治)

9 _
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0イワハマムシを本州で発見
イ ヮハマムシ Aegiah'tes stefnegen LINELL はサ
ハリン, 千島から北海道にかけて分布する海浜昆虫
で, 北海道では留明から瀬棚にかけての海岸及び知
床半島でしか採集されていないようである.
筆者は北海道に面した下北半島北部海岸で採集し
たので報告する.

l 頭, 青森県下北郡風間浦村蛇浦, 10. V.1994.
また本種とよく一緒に見られるクロコブセスジダル
マガムシ Neochthebius granu1osus (M. SATo) も 1
頭, 一緒に採集しているので併せて報告したい.
事_者の北海道での採集では, 海岸の岩確に生息し,
岩は黒っぼい溶岩でしか見られず, 満潮時には陸地
との間が海中に没する岩に限定されるようである.
春は個体数も多く, 本種のものらしき幼虫も見られ
たが, 盛夏の頃には少ないようで, 採集していない.
筆者は今回,  ド北半島北部の数ヶ所で採集を試み
たが, 結局採集できたのは上記の採集地でわずかに
1 頭のみであり, 北海道各地の個体との差異も詳し
く比較していない.
最後に, 発表を勧め, いろいろとご教示いただい
た, 旭川市の松本英明氏に厚くお礼中し上げる.

参考文献

大原, i'ｶ  ・  1 :藤 t真一・ 神田正五, l989. 狩場茂津多道立自
然公国調査, i i !ll類, pp. 150- 161.

(高森県むつ市, 荒木 哲)
0オキナワジャノメカミキリ伊平屋島に産す
伊平屋島でオキナヮジャノメカミキリMicrolene-

camptus ;nakabayashii TAKAKuwA, l992 を採集し
ているので報告する.

l 早, 沖縄県島尻郡伊平屋村腰岳, 26. VI.1993,
田中 総採集.
腰fit一林適に最近新設された展望台で, 発電機を用
いての夜間採集で得た. 誤って踏み'演 してしまい,
小破した標本になってしまった.

伊、l'111島産オキナワジャノメ カミキリ♀

参考文献

大林延大, l992. n本産ヵミキリムシ検索図説.
(長庫県西宮市, 田中 稔)
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0ヵワチマルクビゴミムシを十勝支庁で採集
カワチマルクビゴミムシMoon'a ieω1st BATESの
北海道における記録は保田・ 松本(1993) によると
北海道南部, 道央部の渡島支庁, 石狩支庁, 空知支
庁管内からわずかに記録されているに過ぎない. 今
回筆者は, 道東の十勝支庁管内新得町 (十勝川) に
おいて本種を採集することが出来たので記録する.
採集地は新得町を流れる十勝川の河原で, やや大き
めの石をよけた際に, 多数のオオマルクビゴミムシ
に混ざって得られた.

l (,''', 河西郡新得町, l7. IX. 1994, 加藤敏行採集,
保管.
本記録が本種の東限記録になると思うが, 日高支
庁の三石町においても本種が採集されているので,
併せて記録しておく .

4 頭, 三石郡三石町ヶリマイ (ケリマイ川河口),
宮下公範採集; 3 頭, 三石町ケリマイ (同河口より
やや上流の開けた河原の石下), 22. VII i993, 堀
繁久採集.
末筆ながら日高支庁における記録の公表を快諾
し, データをお寄せ頂いた宮下, 堀両氏に感謝しま
す.

参考文献

保田信紀・ 松本英明, 1993. 」ヒ海適の歩行虫類. : ｬ博
物館研究報告, (13): l -93.

(北海道北見市, 加藤較行)

◇会  告◇
日本鞘翅学会第7 回大会 (1994 年11 月19 日)
に際して開かれた総会において, 下記の会則改訂案
(1.), 会費額改訂案 (2.), および1995~1996 年度役
員改選案(3.) が採択されました.
一般会員年会費の値上げは, 近年の郵便料金の高
購による学会財政の圧追によるところが大きく ,  ご
理解を賜りたく存じます. 一般会員の方の新年度年
会費納入の際にはご注意下さい.
1.  会則改訂
①第25 条第1 項:
旧会則: 「会員は次にあげる会費を納入しなければ
ならない. ただし, 名誉会費からは会費の徴収は行
なわない.
イ . 一般会員一ー
ロ.   資助会員一一」
新会則: 「会員は総会で可決された所定額の会量 (会
記) を納入しなければならない. ただし, 名答会員
からは会費の徴収は行なわない. 」

(イ . とロ . の亜項を削除)
②第25 条第2 項
旧会則: 「本会の経費は会費その他でまかなうもの
とする. 」
新会則: (削除)
③旧会則: 「第25 条第3 項」
新会則: 「第25 条第2 項」
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④第27 条:
旧会則: 「この会則は1989 年3 月26 日より施行す
る. 」
新会則: (削除)
⑤新会則: 末尾 (右寄せで以下追加):

(1989 年3 月26 日制定 、
1995 年 l 月1 日一部改訂ノ

2.  会費額改訂
一般会員年会費: ￥6,000.
新人会費, 国外会員年会費, 資助会員年会費は据
置き.
3.  1995~ 1996年度新役員
会長: 佐藤正
副会長: 露木繁雄
常任幹事 (13 名) : 渡辺泰明 (総務・ 庶務) ; 岩田
隆太郎 (同); 常喜 豊 (同) ; 久保田正秀 (同) ; 斉
藤秀生 (同); 斉藤明子 (会計); 上野俊一 (編集委
員長); 新里達也 (Elytra編集) ; 妹尾俊男 (甲虫
ニュース編集) ; 石田勝義 (渉外) ; 大木 裕 (大会) ;
日下部良康 (例会); 江本健一 (木曜談話会)
幹事 (14 名): 安藤清志; 荒谷邦雄; 藤田 宏 ; 林
蛸一彦; 平野幸彦; 穂積俊文 (名古屋支部長) ; 笠原須
磨生; 森本 桂; 中村俊彦; 西川協一; 大原昌宏;
大林延夫; 速山雅夫; 山上 明
会計監査 (2名) : 田添京二; 渡 弘
編集委員 (6 名, 内4 名兼任): 上野俊一 (委員
長) ; 森本 柱; 新里達也; 岡島秀治; 妹尾俊男; 高
桑正敏

(庶務担当, 岩田隆太郎)
◇大会報告◇

日本報i翅学会第7 回大会は, 11月 9 日 (土), 国
立科学博物館新宿分館において開催された.
最初に総会が開かれ, 各担当幹事の会務報告の後
に, 会則の改正と会費の改訂が承認された. これに
伴ない, 95 年度より一般会員の年会費は6 千円と
なる. 続いて次年度にむけての役員の交替が議事と
なり, 佐藤正考新会長を中心とする新体制が承認さ
れた.
総会に引き続き, 特別識演が2 題行なわれた. 最
初は, 横須賀市立博物館の大場信義氏による, 琉球
列島のホタルについての講演であった. 日本産のホ
タルを発光様式や発光行動パターンでグループに分
けると, その発光行動パターンの相異は, 種として
の隔たりと良い相関があることが紹介されたほか,
カメラを用いた発光時間と波形の定量的データ, 明
け方の5 時10分頃突然に出現するクメジマポタル
の♀の生態やすべての体節が発光するイリオモテポ
タルの の写真など, 興味深い事例が豊富なスライ
ドで紹介された.
つづく特別,講演は山梨大学の池田清彦氏による
オーストラリアの甲虫の紹介であった. 識資の内容
は, オーストラリアの採集地, 採集方法, 採集の心
構え, 現地の法 - と研究者などの氏が体験で習得さ
れた有益な情報の紹介であり, 人を引きっけてはな
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さない氏の語術に耳を傾けている うちに講演の時が
流れていった.
一般講演は, 江崎功二郎氏と岩田隆太郎・ 坂野
勉氏による2 題で, いずれも統計的データや観察に
よる新しい知見に関する発表であった.
この後, 恒例の同定会が行なわれ, 大会は成功經
に閉会となった. 想親会は, 高田馬場のインドシナ
レストラン「ヵンポジア」で開かれ, 定員40名の会
場に,  どういうわけか55 名が入り,  それでいて各
自それなりに楽しく親陸をかわして時を過ごしたよ
うで, まさしく虫屋ならではの世界であった.

(大会担当, 大木 裕)
一般講演要旨

(1)  クワカミキリによるケヤキ植裁造林地の被害
と生態

江崎功二郎 ( 石川県林業試験場)
クワカミキリ Aprtonajapomca THOMSONのケヤ
キZelkoυa serrata MAKINoの加害例は, 若干が知
られているに過ぎないが, 近年になって本種による
ケヤキの植裁幼齢木からの被言が発生している. 石
川県珠洲市のケヤキ植裁造林地においても,  クワカ
ミキリによる被害の発生が確認された。被害地の被
害本数率は約3%であった.  健全木の幹直径の平均
値は47.4 mm,  被害木は67.9 mmで有意な差が認
められた. 食坑適の多くは縦方向に一直線に続いて
おり, 下に進むに従って広がっていた. 根部まで食
坑道が続いていた被害木は, 被害木全体の約36%
を占め, 幹部や根部で往復している食坑適も多数見
られた. 食坑道の長さの最大値は2.93 mであった.
食坑道の始点の部分を産卵部位と しての被害木の地
上高 l m幹直径と産卵部位の地上高の関係は, 正の
相関関係が示され, 産卵部位の幹直径は40-50 mm
にピークが見られた.
(2)  神奈川県産ヤマトシロアリコロニ一内の甲虫
相 (1)

岩田隆太郎・ 坂野 勉 (目大・ 農獣医)
神奈川県下の藤沢市石川, 津久井郡城山町川尻,
横浜市南区六ツ川の3 ヶ所において, ヤマトシロア
リのコロニー内に楼息する甲虫を調査し, 得られた
全甲虫種にっき, そのコロニー内の発見場所, ャマ
トシロアリとの接触や相互行動を通して,  シロアリ
との生態的関連性について検討を加えた.
今回得られた甲虫はPtineua sp. (ムクゲキノコ
ムシ科), A leocharinae sp., シロアリハネカクシ

(以上ハネカクシ科),  アナムネカクホソカタムシ
(カクホソカタムシ科), マツオオキクイソウムシ
(ソウムシ科), キクイサビソ'ウムシ (オサソ'ウムシ
科) の5 科6 種で,  この内のハネカクシ科の甲虫2
はヤマトシロアリと密接な共生関係があるとい
え, 一方キクイサビゾウムシ, マツオオキクイソ'ウ
ムシの2 種は, シロアリとの接触がほとんど見られ
ず, その活動に由来する蟻 tに執着する傾向を持
ち,  シロアリ自体よりも蟻 tとの生態的関連性が;r
唆された.

- 11 -
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特別講演要旨
(1)  琉球列島のホタルについて

大場信義 (横須賀市自然博物館)
琉球列島には島ごとに固有なホタルが多種生息
し, それらの生態・ 発光行動は各々 特有であり, 分
布拡散経路 ・ 通応進化を探る上で重要な示唆を投げ
かけている. イ リオモテホタル Rhagophthalmus
ohbai は西表島に生息するが,  雌成虫は幼虫型であ
り発光部位や発光様式を行動目的によって劇的に変
える. このような発光行動は世界で初めて確認され
たものである.  クメジマポタル Luciola oωadai は
その幼虫が水生であり, 日本では第3 番目の種であ
る. 幼虫は発生期を同調させるために亜熱帯におけ
る生活史適応と思われる行動が観察されたほか, 早
朝に雌の一斉飛翔発光行動と集団産卵行動が確認さ
れた. 雌雄の飛翔発光個体数比は5 :10を境に急激
に逆転した. 西日本型ゲンジポタルの集団産卵行動
はクメジマボタルの集団産卵行動の派生的な行動と
して考えることができる. 現在, これらの遺伝的背
最の比較研究を進めつつあるので近い将来に明らか
にされよう.
◇「上野俊一博士退官記念論文集」の発行予定◇
すでにご承知かと存じますが, 上野俊一先生が明
年3 月末日をもちまして, 国立科学博物館を退官さ
れることになりました. 先生の多大な業績や普及活
動に関してあらためて述べるまでもありませんが,
本学会の財源を膨らませながら機関誌のElytraを
今日のように立派に育てて下・さいましたことに対し
感謝する気持は会員皆同じところだと思います.
そこで, 本学会に多大なご尽力をおしまれなかっ
た先生の退官を慶祝し, 『上野俊一博士退官記念論
文集』 を本学会の特別出版物として, 明年3 月下旬
に発行を子定しています. 内容は, 先生の業績目録
および生物学, 洞窟学全般にわたる原著論文です.
ただいま記念論文集編集委員会で編集・ 印刷中で
す. (妹尾)

◇甲虫二ユース原稿大募集◇
この12 月号も 12 頁建てにしましたので, 手持
ちの原稿がまた始なくなりました. 標本箱や四角紙
の中に埋もれている貴重なデータを 『甲虫ニュー
ス」に記録してトーさい. 新分布地のみならず甲虫の
生態・ 行動などの記録も重要と思います. 投稿先:
〒196 東京都昭島市昭和町2-5- l5-601 妹尾俊男
宛
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◇会計報告◇
1.  1993年度決算 ( l993年 l 月 l 日~ l 2月

31 日)
収 入 予 算 決 算 差引增減額
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2,150,261 円 △550,261 円

502.896 △102.896

654,952
243,316
84,117
34.597
l22, l27

3.988.967

△34,952
△43,316

l5.883
△4,597
△72.l27
155.033

合 計 7. l44.000 7,781.233 △637,233

2. 特別会計 l993 年度決算

収 入 支 出

前年度繰越金
利 息
出版物売上金

905,884 円 次年度繰越金 907,520円
l .636

0

合 計 907,520 合 計 907,520

(会計担当, 斉藤明子)

日本義i翅学会
会費 (ーカ年) 6,000円, 次号は l995 年3 月下旬

発行予定
発行人  渡辺泰明
発行所 日本拍翅学会 東京都新宿区百人町 3-23- l

国立科学 物館昆虫第1 研究室
電語 (3364) 2311, 振替 00180-3-401793

印刷所 (株)国際文献印刷社

昆虫学研究器具は 「志資昆虫」 へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0, 1, 2, 3, 4,5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器目一切豊富に取
り揃えております。
〒150 東京都渋谷区渋谷1 丁目 7 -6
振 管 U0 l ;:;U- 4- 1 12 9
電 話 (03) 3409 - 6401 (ムシは一番)
F A X ( x )340 9一 6

:1賠 (株)::、賀昆虫普及社
12

j一一、、 一 0

一 ー ー

タ ッ、 の昆虫採集器具
ドイツ型標本箱木製大￥7,000, 桐合板製イン

ロ ー型標本箱大￥2,500, 送料一箱にっき都内及
第一地帯: 4個以下￥l,600, 5個以上￥1,000
(以下同様), 第2 地帯￥l,800, ￥1,100, 第3 地帯
￥2,000, ￥1,250, 其他, 各種器目, 針などを製作
販売。カタログを御請求下さい。 (￥80)

夕  ツ  ミ 製作所

1 電話 0?、
3
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